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３月定例会

　
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
が
２
月
27
日
～
３
月
20
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
補
正
予
算
７
億
２
０
６
９
万
円
、
平
成
27
年

一
般
会
計
当
初
予
算
１
３
０
億
９
８
０
０
万
円
、
特
別
会

計
71
億
２
３
４
６
万
円
、
企
業
会
計
37
億
５
７
７
８
万

円
で
予
算
総
額
２
３
９
億
７
９
２
４
万
円
を
含
め
、
議

案
30
件
、
議
員
発
議
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
結
果
は『
議
案
30
件
を
可
決
』『
議
員
発
議
１
件
を
可

決
』と
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
９
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
内
容
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
配

信
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　
こ
の
動
画
配
信
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各

議
員
の
町
政
へ
の
提
案
や
町
政
を
た
だ
す
質
問
に
対
し
、

執
行
部
の
答
弁
も
知
っ
て
頂
き
、
町
政
に
関
心
を
持
っ

て
頂
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（仮称）こども館の完成予定イメージ
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平成26年度  補 正 予 算

歳入・歳出の追加� ７億2,069万円
一般会計総額� 134億7,461万円
主な事業と予算

賛成
多数

地域消費喚起プレミアム付属商品券発行事業補助金
地域住民生活等緊急支援のための交付金� 4,000万円

プレミアム商品券

交付金4,000万円を買い物券分と
して2,600万円、工事券分として
1,400万円配分します。

粕屋中学校第３期大規模改造工事� ２億9,246万円
「地方への好循環拡大に向けた緊
急経済対策」により、文科省の学
校施設環境改善交付金事業が対象
となったことにより、粕中の第３
期大規模改造工事をH26年度事
業として前倒しするものです。概
要は、校舎北側半分の内部改修で、
普通教室９ヶ所、特別教室９ヶ所、
昇降口、配膳室×３、トイレ×３、
資料室×３の床・壁・天井・機械

設備の更新を行います。仕上りについては、H26年の夏休みに行っ
た第２期（校舎南側）と同様になります。
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平成27年度  当 初 予 算

主な事業と予算

町長選挙及び町議会議員
補欠選挙費� 1,150万円
町長任期が平成27年11月５日
となり、あわせて、町議会議
員1名の補欠選挙があります。
（投開票日未定）

歳入・歳出   130億9,800万円
（対前年比　6.7％↑）

消防組合事務費（出張所建設含む）

４億970万円
粕屋町西部地域（仲原、内橋
阿恵、柚須）の消防力強化（現
場到着時間短縮による住民不
安の解消等）を目指した出張
所建設を支援します。

町営住宅管理運営事業費

6,664万円
甲仲原団地屋根断熱防水工事
及び外壁改修工事を行います。

地域公共交通対策事業費

１億600万円
柚須駅バリアフリー整備事業
負担金

地域振興事業費

300万円
花火大会補助金

２年間中止していましたが、
本年８月29日（土）に開催さ
れます。

遺跡発掘受託事業費

1,563万円
開発等に伴う埋蔵文化財の調査
など
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幼稚園施設整備事業費

2,177万円
大川幼稚園と西幼稚園の耐震
診断業務委託、中央幼稚園の
屋根改修工事を行います。

災害対策事業費

1,820万円
全行政区における自主防災組
織設立及び活動強化に向けた
支援の実施。また、災害備蓄
用品の計画的購入を行います。

防犯対策事業費

1,874万円
行政区管理の防犯灯のLED化
を促進します。（行政区への
防犯灯設置・電気代等の補助）
青パトによる町内巡回パト
ロールの実施やJR駅前に設置
の防犯カメラの維持管理の実
施。

地域型保育運営事業費

100万円
少人数の単位で、０～２歳の
子どもを預かる事業です。（今
のところ町内にはありません
が、町外へ通う方への対応で
す。）（新制度に基づき創設）

認定こども園運営事業費

１億1,191万円
はこぶね認定こども園や町外
の認定こども園において、教
育と保育を一体的に行います。
（新制度に基づき創設）

広域消費生活センター
運営事業費� 144万円
かすや中南部広域消費生活セン
ターを開設し、悪質商法など消
費者問題に対応します。（志免
町大的交差点付近にできます）
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仲原小学校校舎増築工事
設計料� 1,773万円
H28年度に、校舎増築（９教
室＋プール）の工事を行うた
め本年度、実施設計を実施し
ます。概要は、既存プールを
取壊し、その場所に校舎を建
築する予定です。

平成27年度  当 初 予 算

交通安全施設整備事業費

4,838万円
区画線・防護柵・カーブミラー
等の交通安全施設の設置及び
維持補修、通学路の安全対策
を行います。

◎長者原～江辻線 歩道設置

◎脇田～宮の前線 歩道設置

長者原・江辻線
歩道新設　計画箇所

計画歩道 W=2.0m 予定　

脇田・宮の前線
歩道新設　計画箇所

計画歩道 W=2.0m 予定　

長者原・江辻線
歩道新設　計画箇所

計画歩道 W=2.0m 予定　

脇田・宮の前線
歩道新設　計画箇所

計画歩道 W=2.0m 予定　

小・中学校営繕工事･施設
整備工事･非構造部材耐震化
工事費

２億5,227万円
非構造部材とは、天井材・外
装材・照明器具・家具などの
ことです。地震時に非構造部
材の落下による被害が考えら
れ、安全確保のための耐震化
対策を図ります。

粕屋西小増築、改修工事費

３億8,340万円
児童数の増加に伴い９教室、
昇降口、トイレ等の増築工事
を行い、H28年度の受け入れ
に支障がないように増築工事
を実施します。

粕屋西小学校プール
移設工事設計料� 530万円
福岡東環状線の延伸工事に伴
い、JRの線路嵩上工事の影響
により、プールの移設のため
の設計を行います。
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議案名

粕
屋
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正

粕
屋
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正

粕
屋
町
町
民
農
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

粕
屋
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

平
成
26
年
度
　
粕
屋
町
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
26
年
度
　�

粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

平
成
26
年
度
　�

粕
屋
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算

平
成
27
年
度
　
粕
屋
町
一
般
会
計
予
算

平
成
27
年
度
　�

粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

平
成
27
年
度
　�

粕
屋
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

平
成
27
年
度
　
粕
屋
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

平
成
27
年
度
　
粕
屋
町
水
道
事
業
会
計
予
算

学
校
給
食
費
徴
収
の
た
め
の
裁
判
に
つ
い
て

○⇒賛成　●⇒反対

ー⇒退席　欠⇒欠席

議案番号 2 4 9 14 17 18 19 22 23 24 25 27 31

所　属
委員会

採決結果 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

（賛成/反対） 14/0 11/3 14/0 14/0 10/4 14/0 12/2 11/3 12/2 12/2 14/0 14/0 14/0

付託委員会 総務 総務 建設 厚生 予算 予算 予算 予算 予算 予算 予算 予算 総務

総　務

山𦚰　秀隆 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小池　弘基 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊藤　　正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本田　芳枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川口　　晃 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○

建　設

長　　義晴 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

八尋　源治 副 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

太田　健策 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安河内　勇臣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚　生

因　　辰美 正 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

久我　純治 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田川　正治 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○

福永　善之 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

木村　優子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

進藤　啓一 議長は、採決に加わりません。

３月定例会における、主な議案に対する

各議員の賛否結果一覧

☆議案名については、解りやすい文言に置き換えています。
☆予算＝予算特別委員会（全議員）
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決定！ こども館の建設特集

討論　平成26年度　一般会計補正予算

事業費の内訳
● 粕屋町（一般財源）	 約１億880万円
● 福岡県（補助金）	 ２億円
● 国（補助予定）	 2,000万円
● 粕屋町（起債）	 ２億円
＊起債：50％は交付税措置

建築概要
● 構造	 木造２階建て
● 延床面積	 約1,350㎡

総事業費  約５億2,880万円

　議会最終日の討論の模様は、インター

ネットの動画配信に遊びに来てね♡

　【物事に対する議員

の考え方】や【議会で

の物事の決まり方】が、

な〜んとなく、理解で

きると思うよ♡

ぜひ、視聴ください！

　我が国では、戦後、造林された人工林が資源として利用可能な時期を迎える一方、木材価格の下落等の影響によ
り森林の手入れが十分に行われず、国土保全など森林の多面的機能の低下が大いに懸念される事態となっている。
　このような状況を克服するためには、木を使うことにより、森を育て、林業の再生を図ることが急務となって
いる。
　分かり易く言い換えると、木材利用の拡大を粕屋町が取組み、それに対して国が補助金をつける（福岡県経由）。
　つまり、この補助金は、木材の利用が原則なんだよ!!!

一口メモ
福岡県からの補助金である、森林整備加速化・林業再生事業補助金とは…

　

10
数
年
前
、
柚
須
文
化
セ
ン
タ
ー
で『
子
ど
も
の
遊
び
場
つ
く
り
』が
始
ま

り
、
若
い
お
母
さ
ん
達
が
小
さ
い
子
ど
も
を
連
れ
て
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
人
達
が
町
の
中
心
に
子
ど
も
の
遊
べ
る
場
、
お
母
さ
ん
達
が
交
流
し
、

学
べ
る
場
と
し
て
の『
児
童
館
建
設
』の
運
動
が
始
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
因
町
長
が
児
童
館
よ
り
規
模
の
大
き
い『
こ
ど
も
館
建
設
』の
構
想

を
発
表
さ
れ
、
２
億
円
の
補
助
金
と
返
済
な
し
の
１
億
円
の
交
付
金
も
獲
得
さ

れ
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
達
の
期
待
に
十
分
応
え
ら
れ
る
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

川
口 

　
晃

賛  

成

　

こ
ど
も
館
設
置
の
必
然
性
は
理
解
す
る
が
、
当
局
の
ず
さ
ん
な
財
政
運
営

や
財
政
計
画
の
不
履
行
を
指
摘
す
る
。

　

成
熟
社
会
で
は
、
今
後
は
箱
物
を
新
た
に
作
る
こ
と
は
控
え
、
民
間
施
設

含
め
既
存
施
設
の
有
効
利
用
が
必
要
。

　

箱
物
を
始
め
、
目
先
の
利
益
を
求
め
計
画
性
の
な
い
財
政
出
動
よ
り
、
中

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
財
政
運
営
や
計
画
を
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
求
む
。

　

箱
物
に
国
の
補
助
が
多
く
つ
い
た
か
ら
建
設
し
な
い
と
勿
体
な
い
、
と
い

う
考
え
は
、
税
金
の
無
駄
使
い
を
助
長
す
る
。

反  

対

福
永 

善
之

　

こ
ど
も
館
建
設
は
、
昔
な
が
ら
の
箱
物
行
政
で
あ
り
、
何
故
職
員
は
、
緊

急
性
も
な
い
の
に
誰
も
止
め
な
い
の
か
と
不
信
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
時
も
、
区
長
会
を
煽
っ
て
、

東
北
に
視
察
に
行
か
れ
、
思
い
つ
き
で
行
動
さ
れ
る
そ
の
姿
に
、
議
員
の
先

輩
た
ち
も
、
そ
の
暴
走
振
り
に
び
っ
く
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
町
長
は
お
金
の
使
い
す
ぎ
、
無
茶
苦
茶
に
感
じ
ま
す
。

　

粕
屋
町
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
か
ら
、少
し
は
人
の
言
う
こ
と
に
耳
を
傾
け
て
頂
き
た
い
。

反  

対

因
　 

辰
美

8
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平成26年度　一般会計補正予算

　

こ
ど
も
館
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
賛
成
で

あ
り
ま
す
が
、
サ
ン
レ
イ
ク
の
駐
車
場
に
建

設
に
つ
い
て
は
、
反
対
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
駕
与
丁
公
園
内
に
あ
る
、
芝
生
の
広

場
７
８
０
０
㎡
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
遠
い

と
い
う
事
で
こ
と
わ
ら
れ
ま
し
た
。

　

駐
車
場
も
あ
る
し
、
子
供
の
遊
び
場
も
あ

る
し
、
自
然
の
環
境
の
中
で
子
育
て
が
出
来
、

最
高
の
場
所
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

場
所
の
調
査
も
し
な
い
で
、
か
っ
て
に
決

め
る
事
に
は
賛
成
出
来
な
い
。 太

田 

健
策

反  

対

　

私
は
こ
ど
も
館
の
建
設
は
必
要
と
考
え
ま

す
。

　

粕
屋
町
は
毎
年
７
０
０
人
に
も
な
る
出
生

数
や
、
将
来
人
口
で
20
歳
か
ら
39
歳
の
女
性

が
増
加
す
る
自
治
体
で
は
全
国
４
番
目
の
町

に
な
り
、
就
学
前
の
子
ど
も
や
保
護
者
が
気

軽
に
使
え
る
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
老
朽
化
し
た
保
育
所
や
幼
稚
園

の
施
設
の
、
建
て
替
え
や
大
規
模
改
修
が
必

要
で
す
。

　

私
の
一
般
質
問
で
町
長
は
、
来
年
２
月
作

成
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
は
、
中

央
保
育
所
や
仲
原
保
育
所
の
計
画
の
優
先
度

は
高
い
と
回
答
さ
れ
、
粕
屋
中
学
校
の
大
規

模
改
造
工
事
な
ど
を
含
む
予
算
に
賛
成
し
ま

す
。

田
川 

正
治

賛  

成

　

建
設
場
所
、
建
設
内
容
に
対
し
て
賛
成

で
あ
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
か
ら
粕
屋
町
に
児

童
館
が
ほ
し
い
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
ほ
し
い
と
願
っ
て
10
年
前
に
議
員
に
立

候
補
し
た
。

　

そ
の
後
建
設
ま
で
の
道
の
り
は
長
か
っ

た
が
、
こ
こ
に
き
て
因
町
長
の
思
い
切
っ

た
英
断
で
実
現
で
き
る
運
び
に
な
っ
た
。

　

し
か
も
補
助
率
75
％
と
い
う
好
条
件
だ
。

　

若
い
方
が
粕
屋
町
に
定
住
し
て
よ
り
良

い
町
に
し
よ
う
と
思
っ
て
く
れ
る
原
点
に

こ
の
事
業
が
あ
る
。

　

０
歳
か
ら
18
歳
未
満
ま
で
の
子
ど
も
の

子
育
て
支
援
・
児
童
館
事
業
の
拠
点
づ
く

り
は
こ
の
町
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
約
束
す

る
。

本
田 

芳
枝

賛  

成

　

今
回
の
こ
ど
も
館
建
設
は
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
返
済
が
来
年
度
よ
り
15
年
間

に
わ
た
り
毎
年
、
約
５
億
円
の
支
払
い
が

発
生
す
る
な
ど
、
町
の
財
政
が
厳
し
い
中
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
国

の
26
年
度
補
助
事
業
に
対
し
約
75
％
の
補

助
率
を
受
け
る
た
め
に
、
町
職
員
を
始
め

多
く
の
方
の
努
力
を
考
え
ま
す
と
今
回
は
、

こ
の
事
業
は
実
施
す
べ
き
と
判
断
し
賛
成

致
し
ま
す
。

小
池 

弘
基

賛  
成

平
成
27
年
度
　
一
般
会
計
予
算

　

新
規
事
業
と
し
て
高
齢
者
へ
の
温
泉
券
補
助
事
業
な
ど
、
バ
ラ
マ

キ
的
で
、
あ
る
特
定
の
層
を
意
識
し
た
予
算
化
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

私
は
、
バ
ラ
マ
キ
予
算
を
認
め
な
い
。

　

納
税
者
で
あ
る
町
民
は
、
バ
ラ
マ
キ
事
業
に
対
し
、
税
金
を
納
め

て
い
る
の
で
は
な
い
。

　

自
分
の
カ
ネ
だ
っ
た
ら
、
本
当
に
バ
ラ
マ
キ
事
業
に
カ
ネ
を
惜
し
ま

な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
事
業
を
執
行
し
て
頂
き
た
い
。

　

町
民
は
増
え
続
け
る
税
負
担
に
苦
し
ん
で
お
り
、
バ
ラ
マ
キ
よ
り

町
民
の
税
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
む
べ
き
。

福
永 

善
之

反  

対

　

賛
成
な
の
だ
が
、
少
し
辛
口
の
意
見
を
添
え
た
い
。

　

委
託
に
お
い
て
安
易
さ
が
目
立
つ
も
の
が
あ
る
。

　

委
託
す
る
際
の
予
算
を
詳
細
に
し
な
い
と
行
政
評
価
の
時
に
分
析

が
で
き
な
い
し
、
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
が
曖
昧
に
な
る
。

　

少
額
な
も
の
ほ
ど
丁
寧
に
、
花
火
大
会
や
、
文
化
祭
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
な
ど
の
多
額
の
委
託
は
丸
投
げ
で
は
な
く
内
容
を
検
討
し
継
続
に

結
び
付
け
よ
り
良
い
も
の
に
。

　

子
育
て
支
援
事
業
の
委
託
の
精
査
を
望
む
。「
健
康
、
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」は
と
て
も
良
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
な
の
で
今
後
も
前
面
に
。

本
田 

芳
枝

賛  

成

　

以
前
に
あ
っ
た
町
有
地
の
安
価
な
売
買
や
、
箱
物
行
政
、
今
年
度

の
花
火
大
会
へ
の
支
援
の
あ
り
方
な
ど
、
町
執
行
部
の
独
善
的
な
行

財
政
運
営
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

行
財
政
運
営
は
、
町
執
行
部
が
町
民
や
議
員
、
町
職
員
の
意
見
に

耳
を
か
た
む
け
な
が
ら
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

預
か
っ
た
税
金
を
大
切
に
使
う
行
財
政
運
営
を
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
本
予
算
案
に
対
し
あ
え
て
反
対
い
た
し
ま
す
。

八
尋 

源
治

反  

対
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反
対
意
見

　

特
別
委
員
会
を
設
置

し
な
く
て
も
、
議
員
全

員
協
議
会
で
執
行
部
よ

り
説
明
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
。

賛
成
意
見

　

議
会
は
執
行
部
の
追

認
機
関
で
は
な
く
、
事

業
は
町
民
の
声
を
聞
き

な
が
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
、
審
査
・
調
査
権

限
の
あ
る
、
特
別
委
員

会
は
必
要
だ
。

　議会最終日には、提出者（福永）より、口頭で動議が出されました。
　動議の提案理由は、幅広い意見や色々な視点を集約して、子供たちのために、より良い施設や運営の推進
を調査・研究するため、議会として特別委員会の設置が必要と思われるため。
　動議の採決は、
　賛成（９人）　⇒　福永、八尋、山𦚰、本田、因、久我、小池、太田、木村
　反対（５名）　⇒　伊藤、長、田川、安河内、川口
となり、動議が成立しました。

（仮称）こども館建設特別委員会の設置を求める動議

決まった！人事

動議って、何？
　
議
案
以
外
の
議
員
の
単

純
な
提
案
で
あ
っ
て
、
案

を
備
え
て
な
く
て
も
、
会

議
の
議
題
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
な
ん
だ
ね
。

　
動
議
は
、
①
文
書
に
よ

る
も
の
、
②
会
議
進
行
中
、

随
時
、
出
席
し
て
い
る
議

員
か
ら
口
頭
で
出
さ
れ
る

も
の
、
が
あ
る
ん
だ
ね
。

　
双
方
と
も
１
人
以
上
の

賛
成
者
が
あ
れ
ば
成
立
し
、

議
題
と
な
る
よ
。

委 員 長　本田　芳枝

副委員長　久我　純治

副委員長　木村　優子
期待してネ！

議
会
は
、変
わ
っ
た
の
？

町民の意見を“聞きたい”
　議会は、５月25日（月）の議会報告会で、こども館に関する事業について、町

民の意見を聞こうと考えています。

　また、今後は、特別委員会が中心になって、町民と一緒に考えながら、こども

館が出来たら良いな、と考えています。

そのためにも、町民の皆さんから、色々な提案がほしいんです。

　例えば、町民が意見を発信する場所と時間を特別委員会につくってほしい、等！

お子さまづれでも大丈夫です。
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情報

情報

本田　芳枝 議員

半
分
の
方
が
全

く
ご
存
じ
な
い

と
い
う
の
は
大
変
残
念
に

思
い
ま
す
。

　

新
し
く
町
民
に
な
ら
れ

た
方
に
も
町
の
Ｐ
Ｒ
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

次
に
子
育
て
世

代
の
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
画
度
に

つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
集
ま
り
に
、ほ
と
ん
ど

参
加
し
て
い
な
い
と
い
う

人
を
対
象
に
、ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
参
加
を
妨
げ

る
原
因
は
何
か
と
い
う
問

い
に
次
の
よ
う
な
答
え
が

あ
っ
た
。

①�

地
域
に
一
緒
に
参
加
す

る
仲
間
が
い
な
い

②�

参
加
す
る
メ
リ
ッ
ト
や

必
然
性
を
感
じ
な
い

③�

ま
ち
づ
く
り
の
情
報
が

手
に
入
ら
な
い

　

あ
と
１
年
で
終
わ
る
第

４
次
総
合
計
画
の
、「
み
ん

な
で
つ
く
ろ
う  

ゆ
と
り  

い
き
い
き  

ふ
れ
あ
い  

か

す
や
」を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
き
た
の
か
、町
民
の

地
域
力
強
化
に
つ
い
て
今

現
在
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

お
ら
れ
る
の
か
。

地
域
力
強
化
に

つ
い
て
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
欠
如
と

い
う
か
、希
薄
化
が
ま
ち

づ
く
り
に
も
興
味
が
な
い

と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

向
こ
う
３
軒
両
隣
の
助

け
合
い
と
い
う
も
の
を
取

り
戻
す
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
と
い
う
の
が
こ
れ

か
ら
策
定
す
る
第
５
次
の

総
合
計
画
の
一
番
大
き
い

問
題
で
す
。

　

こ
れ
は
今
国
が
提
唱
す

る
地
方
創
生
の
な
か
で
カ

ギ
を
握
る
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の

で
重
点
的
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
。

第
５
次
総
合
計

画
策
定
の
た
め

に
昨
年
住
民
意
識
調
査
が

行
わ
れ
た
。

　

そ
の
中
の「
粕
屋
町
の

総
合
計
画
を
知
っ
て
い
る

か
」と
い
う
問
い
に
、半
数

の
人
が
聞
い
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

名
前
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
、内
容
を
見
た
こ
と

が
あ
る
と
い
う
人
は
併
せ

て
42
％
。

　

内
容
ま
で
よ
く
知
っ
て

い
る
と
回
答
し
た
人
は
わ

ず
か
１
％
で
あ
る
。

　

総
合
計
画
の
町
民
へ
の

周
知
度
に
つ
い
て
ど
う
思

わ
れ
る
か
。

本
田

町民の地域力アップにつながる施策は
因・町長／向こう３軒両隣のつながりがカギ

本
田

町
長

町
長

５．協働のまちづくりについて（昨年８月に行われた住民意識調査より）

キーワードは「情報」

問25　�まちづくり活動への参加を妨げる要因はどのよ
うなことだと思いますか。

　　　 （あてはまるものすべてに○）

問26　�住民の皆さまが積極的にまちづくりにかかわれ
るようにするために、行政はどのようなことを
すべきと思いますか。（２つまでに○）

➡
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介
護
福
祉
課
長

　

認
知
症
初
期
チ
ー
ム
を

ま
ず
設
置
す
る
と
か
、認

知
症
推
進
委
員
な
ど
の
対

策
が
先
に
必
要
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

10
年
先
に
向
け
て
町
内

に
出
来
る
よ
う
な
形
に

な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

介
護
福
祉
課
長

　

認
知
症
に
対
す
る
否
定

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

の
あ
る
よ
う
な
取
り
組
み

も
住
民
に
向
け
て
や
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

家
族
に
と
っ
て

徘
徊
は
大
き
な

介
護
負
担
に
も
な
る
。

　

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

認
知
症
カ
フ
ェ
で
あ
る
。

　

町
に
設
置
す
る
予
定

は
。

介
護
福
祉
課
長

　

相
談
窓
口
と
し
て
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

町
に
い
る
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活

動
は
。

介
護
福
祉
課
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

い
て
、見
守
り
な
ど
を
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
形
で

今
は
活
動
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。今

後
ど
の
よ
う

に
し
て
サ
ポ
ー

タ
ー
を
増
員
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
か
。

介
護
福
祉
課
長

　
※

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
実
施
し
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

連
携
を
と
り
な
が
ら
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
は
し
て
い

く
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま

す
。

認
知
症
は
、何

ら
か
の
原
因
に

よ
っ
て
お
こ
る
脳
の
障
害

で
、物
忘
れ
と
判
断
力
の

低
下
の
た
め
に
日
常
生
活

が
難
し
く
な
る
も
の
だ
。

　

町
民
の
理
解
を
促
進
す

る
た
め
に
考
え
て
い
る
事

は
。

団
塊
の
世
代
が

全
て
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
に

は
、認
知
症
の
高
齢
者
が

現
在
の
７
人
に
一
人
か
ら

５
人
に
一
人
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

粕
屋
町
に
い
る
認
知
症

の
患
者
数
は
。

介
護
福
祉
課
長

　

介
護
申
請
さ
れ
た
方
の

主
治
医
の
意
見
書
の
中
か

ら
認
知
症
と
思
わ
れ
る
方

達
は
３
５
０
人
程
度
で

す
。

現
在
ど
の
よ
う

な
援
助
を
行
っ

て
い
る
か
。

木村　優子 議員

木
村

木
村

木
村

木
村

木
村

木
村

今
後
の
町
と
し
て
の
認
知
症
対
策
は

吉
原･
介
護
福
祉
課
長
／
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

※�

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

と
は
、
認
知
症
に
対

す
る
周
知
啓
発
が
で

き
る
よ
う
な
専
門
的

な
知
識
を
学
ん
だ
人

た
ち
の
事
。

12
粕屋町議会だより№136

2015.3月議会号

一

般

質

問



田川　正治 議員
老
朽
化
し
た
町

立
保
育
所
は
、

町
が
責
任
も
っ
て
建
て
直

す
こ
と
や
、大
規
模
工
事

を
す
べ
き
だ
が
。

来
年
２
月
に
公

共
施
設
な
ど

総
合
管
理
計
画
が
提
出
さ

れ
、そ
れ
に
基
づ
い
て
長

寿
命
化
な
ど
、今
後
の
計

画
を
立
て
ま
す
。

　

そ
の
中
で
中
央
保
育
所

と
仲
原
保
育
所
は
優
先
度

が
高
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

国
の｢

子
育
て

新
制
度｣

で
、保

護
者
の
働
く
時
間
で
短
時

間
保
育
に
な
る
が
、不
安

が
出
て
い
な
い
か
。

安
河
内･

子
ど
も
未
来
課
長

　

現
在
、保
育
所
に
入
っ

て
い
る
方
は
８
時
間
の
短

時
間
保
育
に
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、働
く
時
間
が
短

く
な
っ
て
も
短
時
間
保
育

に
し
ま
せ
ん
。

田
川

老朽化した町立保育所の建て替えは
因・町長／公共施設等管理計画で優先度は高い

国
や
県
の
補
助

金
を
財
源
の
基

本
に
す
る
と
施
政
方
針
で

も
述
べ
ら
れ
た
。

　

し
か
し
給
食
セ
ン
タ
ー

は
町
の
財
政
が
厳
し
い
の

で
民
営
化
す
る
と
強
行
さ

れ
、今
後
給
食
セ
ン
タ
ー

に
毎
年
４
億
円
以
上
の
予

昨
年
ま
で
３
０

０
万
円
の
予
算

を
ほ
と
ん
ど
活
用
す
る

な
ど
経
済
効
果
も
高
く
、

費
用
対
効
果
が
大
き
か
っ

た
。

　

今
回
、国
の
補
助
制
度

で
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
申
請
は
、役
場
の
ど
の

窓
口
に
な
る
の
か
。

こ
ど
も
館
建
設
の
予
算
と
国
の
補
助
金
は

因
・
町
長
／
林
業
再
生
事
業
補
助
金
２
億
円
を
活
用
す
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
継
続
と
増
額
を

因
・
町
長
／
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
し
て
予
算
化
す
る

算
が
必
要
に
な
る
。

　

財
政
状
況
は
厳
し
い
の

で
は
。

こ
ど
も
館
の
建

設
事
業
費
４
億

円
の
う
ち
、国
の
林
業
再

生
事
業
と
し
て
２
億
円
の

補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

現
在
、商
工
会

と
窓
口
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、昨
年
ま
で
補
助

金
の
上
限
が
10
％
で
し
た

が
、今
回
は
20
％
に
な
り

ま
す
。

　

大
工
さ
ん
や
左
官
屋
さ

ん
、内
装
業
者
等
へ
も
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
。

箱
田
・副
町
長

　

そ
の
他
、起
債
で
50
％

が
交
付
税
措
置
さ
れ
、75

％
が
国
の
補
助
に
な
り
ま

す
が
、将
来
の
負
担
増
に

な
ら
な
い
こ
と
が
基
本
で

す
。

○�

介
護
・
支
援
①

②
の
援
助
は

○�

学
校
校
納
金
の

口
座
振
替
を

○�

就
学
援
助
者
の

負
担
軽
減
を

○�

原
発
な
ど
災
害

時
の
対
策
は

○�

香
椎
線
・
無
人

駅
の
撤
回
を

その他の質問

町
長

田
川

田
川

田
川

町
長

町
長

（仮称）こども館完成予定イメージ
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連
帯
保
証
人
が

見
つ
か
ら
な
い

と
か
、今
の
国
交
省
の
通
達

に
あ
り
ま
す
よ
う
な
こ
と

で
、特
に
町
長
が
特
別
な
事

情
が
あ
る
と
認
め
る
も
の

に
対
し
て
は
、連
帯
保
証
人

の
連
署
を
免
除
す
る
規
定

を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

連
帯
保
証
人
２
名
と
い

う
も
の
が
適
正
か
ど
う
か

も
含
め
て
、検
討
し
た
い
。

『
住
総
発
第

１
５
３
号
、公
営

住
宅
管
理
標
準
条
例（
案
）

に
つ
い
て
』と
い
う
通
達
第

10
条
３
項
で
は
、

『
保
証
人
が
い
な

い
場
合
で
も
、本

人
に
家
賃
の
支
払

い
、そ
の
他
賃
貸

借
契
約
に
基
づ
く

債
務
の
遂
行
に
つ

い
て
誠
意
と
能
力

が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
時
は
、必
ず

し
も
要
し
な
い
か

ら
で
あ
る
』と
あ

り
ま
す
。

県
は
13
日
の
本

会
議
の
中
で
、

小
川
知
事
が
答
弁
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
２
０
１
６
年
か

ら
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
、お
話
に
な
っ
た
こ
と

は
町
長
会（
糟
屋
郡
）に
持

ち
出
し
ま
し
て
、検
討
に
入

る
よ
う
な
考
え
方
を
ま
と

川口　晃 議員

公営住宅管理標準条例（案）について
平成８年10月14日建設省住総発第153号

川
口

公営住宅入居申請の連帯保証人制の廃止を
因・町長／連帯保証人の２名が適正かどうか検討

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

福
岡
県
は
、子

供
の
医
療
費
の

助
成
対
象
を
小
学
六
年
生

ま
で
拡
充
す
る
と
新
聞
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
報
道
に
基
づ

き
ま
す
と
、粕
屋
町
は
中
学

卒
業
年
度
ま
で
の
医
療
費
、

通
院
・
入
院
と
も
に
無
料

に
す
る
条
件
が
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
制
に
移
行
す

る
と
、ど
う
い
う

風
な
機
関
、部
署
・
職
種
が

必
要
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
福
祉
事
務

所
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

八
尋
・
総
務
部
長

　

市
制
に
な
り
ま
す
と
、当

然
職
員
数
も
増
え
て
く
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、必
要

な
職
種
、人
員
の
検
討
は
、

そ
の
準
備
の
中
で
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

保
健
所
は
必
置
要
件
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

社
会
福
祉
事
務
所
は
必

中
学
生
卒
業
ま
で
、医
療
費
を
無
料
に
!!

因
・
町
長
／
町
長
会
に
持
ち
出
し
、検
討
に
入
る
よ
う
な
考
え

宇
美
町
で
は
数
名
の
人
を
正
規
化
し
た

因
・
町
長
／（
正
規
化
す
る
と
い
う
）制
度
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

川
口

川
口

要
で
す
。

例
え
ば
、役
場

内
の
介
護
福
祉

課
と
か
健
康
セ
ン
タ
ー
等

に
勤
め
て
い
る
嘱
託
と
か

臨
時
の
職
員
さ
ん
で
は
保

健
所
が
で
き
れ
ば
、資
格
を

持
っ
て
お
れ
ば
、（
正
規
化

の
）措
置
も
可
能
か
な
と
思

い
ま
し
て
…
。

町
長

町
長

町
長

川
口

粕屋町立粕屋中学校

○�

教
科
書

検
定
問

題
に
つ

い
て

その他の質問
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12
月
議
会
で
採

決
さ
れ
た
が
解

体
工
事
費
に
つ
い
て
不
明

朗
な
面
を
追
求
し
ま
し
た

が
、
12
月
議
会
の
全
員
協

議
会
・
総
務
委
員
会
の
中

で
解
体
工
事
費
が
間
違
っ

て
お
り
ま
し
た
と
言
っ
て

い
た
が
、
３
月
議
会
で
は

間
違
っ
た
と
言
っ
て
い
な

い
と
関
次
長
が
言
わ
れ

た
。

　

解
体
工
事

費
に
つ
い
て

削
減
は
な
い

と
書
い
て
あ

る
の
に
２

度
も
解
体
費

を
削
減
し
て

お
り
、
そ
の

太田　健策 議員

給食センター建設について
関・教育委員会次長／間違ったとは言っていない

４
５
０
０
万
円
が
ど
う
な

っ
た
の
か
も
説
明
さ
れ
な

い
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
い
う
の

は
い
い
加
減
な
事
業
で
あ

る
と
言
う
説
明
ば
か
り
で

あ
る
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
進
め
た

の
は
町
の
ほ
う
で
あ
る
。

　

今
後
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
選
定
委

員
会
の
議
事
録
を
要
求
す

る
と
同
時
に
、
情
報
公
開

審
査
委
員
会
に
資
料
を
請

求
し
て
、
追
求
し
て
い
き

た
い
。

教
育
委
員
会
次
長

　

解
体
工
事
費
が
間
違
い

で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

事
を
申
し
た
事
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

今
ま
で
数
回

に
わ
た
っ
て

説
明
を
い
た
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
以
上
の
説
明
は
あ

り
ま
せ
ん
。

太
田

朝
日
区
の
町
営

住
宅
は
長
寿
命

化
計
画
を
さ
れ
て
お
り
、

団
地
の
年
限
が
45
年
と
い

う
事
で
、第
１
団
地
が
平

成
31
年
、第
２
団
地
が
平

成
33
年
、34
年
、第
３
団
地

が
平
成
35
年
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

計
画
が
あ
る
と
い
う
事

は
皆
さ
ん
知
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、大
変
ど
う
な
る

の
か
と
心
配
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、集
会
所
の
ほ
う
も

検
討
お
願
い
致
し
ま
す
。

朝
日
区
町
営
住
宅
に
つ
い
て

因･

町
長
／
長
寿
命
化
計
画
と
と
も
に

水
上
・
住
民
福
祉
部
長

　

朝
日
区
の
町
営

住
宅
に
お
き
ま
し

て
は
、耐
用
年
限

が
迫
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、５
年
後

の
見
直
し
の
際
に

方
向
性
を
決
め
ら

れ
る
よ
う
、平
成

28
年
度
よ
り
準

備
、検
討
に
入
り

ま
す
。

準
備
期

間
を
長

く
置
い
て
、ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
の
中
で

協
議
し
た
い
。

太
田

町
長

町
長

町営住宅　朝日２団地

現在の給食センター
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待
機
児
童
が
な

く
な
る
ま
で
認

可
保
育
園
な
ど
を
造
り
続

け
る
の
か
、町
に
あ
る
９
ヶ

所
の
届
出
保
育
施
設
の
活

用
を
考
え
、話
し
合
い
を
も

っ
て
欲
し
い
。

　

補
助
金
が

町
立
認
可
保

育
園
に
比
べ

少
な
い
の
で

は
。

住
民
福
祉
部
長

　

届
出
保
育
施
設
に
は
、

平
成
26
年
10
月
時
点
で
町

内
園
児
が
１
５
７
名
い
ま

す
。

　

町
内
居
住
園
児
一
人
当

た
り
年
間
１
５
，０
０
０

円
と
保
育
士
の
健
康
診
断

料
と
し
て
年
間
最
大
４
，

２
０
０
円
を
届
出
保
育
施

設
へ
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
届
出

保
育
施
設
側
と
話
し
合
い

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

応
じ
ま
す
」と
書
い
て
あ
る

が
、難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

障
が
い
者
の
人
達
に
こ

そ
心
配
り
の
あ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口

が
望
ま
し
い
が
。

糟
屋
郡
内
、そ
れ

か
ら
近
郊
の
類

似
団
体
等
を
調
査
し
て
、今

よ
り
も
改
善
す
る
方
向
で

検
討
し
ま
す
。

我
が
町
の
窓

口
に
は
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
モ
ッ

ト
ー
に
今
日
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
は

「
難
聴
者
の
方
は
筆
談
に

①
水
鳥
橋
の
落

橋
の
原
因
、ま
た

責
任
の
所
在
、工
事
に
伴
う

町
の
負
担
は
。

　

②
公
園
内
の
遊
歩
道
の

街
路
灯
は
節
電
で
電
源
を

切
っ
て
い
る
の
か
。

　

管
理
し
や
す
い
よ
う
に

一
灯
一
灯
の
番
号
を
付
け

て
は
ど
う
か
。

　

③
街
路
灯
の
管
理
は
、シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
で
き
な
い
の
か
。

都
市
政
策
部
長

　

①
水
鳥
橋
復
旧
検
討
委

員
会
の
中
で
、原
因
の
特

定
と
復
旧
方
法
を
専
門
的

な
立
場
か
ら
検
討
し
、そ
の

後
、工
事
設
計
と
な
り
ま

す
。

　

工
事
時
期
は
農
業
用
水

で
あ
り
、10
月
以
降
の
見
込

み
で
す
。結
果
は
住
民
の
方

に
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　

②
節
電
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。利
用
者
に
ご
迷
惑
に
な

総
合
窓
口
に
専
任
手
話
通
訳
士
の
配
置
を

因
・
町
長
／
今
よ
り
も
改
善
す
る
方
向
で
検
討
す
る

駕
与
丁
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

吉
武
・
都
市
政
策
部
長
／
水
鳥
橋
復
旧
検
討
委
員
会
を
作
り
対
策
に
あ
た
り
ま
す

久
我

久
我

ら
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

す
。

　

す
べ
て
番
号
管
理
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、見
え
に

く
い
分
は
早
急
に
改
善
し

ま
す
。

　

③
可
能
な
分
に
つ
い
て

検
討
い
た
し
ま
す
。

久我　純治 議員
久
我

届出保育施設や保育所の今後について
水上・住民福祉部長／�届出保育施設とも話し

合います

町
長

水鳥橋

届出保育施設
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で
す
。

　

粕
屋
町
は
町
長
の
オ
ー

ナ
ー
企
業
じ
ゃ
な
い
。

　

私
た
ち
議
員
は
、町
の

財
政
面
も
含
め
厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
し
な
い
と
い
け
な

い
。

国
か
ら
補
助

金
が
つ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
補
助
金
は
３
月
ま

で
に
議
決
が
必
要
で
す
。

　

来
年
度
以
降
に
補
助
金
が

取
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、26
年
度
補
正

で
議
決
を
得
た
い
。

新
規
事
業
の
詳

細
を
議
論
も
な

し
に
、補
助
金
を
盾
に
、カ

ネ
（
工
事
費
）の
議
決
を
先

に
進
め
て
い
い
の
で
す
か
。

　

議
会
の
中
に
は
、色
々

な
意
見
が
あ
る
が
、こ
の

補
助
金
を
蹴
っ
た
ら
来
年

は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
、と
い
う
答
弁
は
、脅
し

的
な
提
案
と
感
じ
ま
す
。

福永　善之 議員
約
５
億
円
の
箱

物
を
造
る
前

に
、各
地
区
の
公
民
館
を

活
用
す
る
こ
と
を
検
討
さ

れ
た
か
。

箱
田・副
町
長

　

公
民
館
に
不
自
由
を
お

掛
け
し
て
お
り
、実
際
そ
う

い
う
お
声
も
聞
き
ま
す
。

粕
屋
町
は
福
岡

市
を
含
め
17
の

近
隣
市
町
と
共
同
事
業
を

推
進
す
る
協
議
会
を
形
成

し
て
い
る
。

　

粕
屋
町
が
単
独
で
箱
物

を
持
つ
の
で
は
な
く
、こ

ど
も
館
機
能
を
持
つ
自
治

町のトップが右と言ったら右か
因・町長／議員は、良し悪しをチェックすること

体
に
共
同
利
用
の
検
討
を

さ
れ
た
か
。こ

ど
も
館
は
粕

屋
町
に
必
要
で

す
。

　

あ
な
た
に
は
何
度
と
な

く
説
明
し
ま
し
た
。

私
は
こ
ど
も
館

が
必
要
な
い
、

と
は
言
っ
て
い
な
い
。

　

財
政
面
含
め
、色
々
な

選
択
肢
を
示
し
て
、よ
り

良
い
も
の
を
造
ろ
う
、と

言
う
議
論
を
し
よ
う
と

言
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
館
は
粕

屋
町
に
必
要
な

施
設
で
す
。町

長
が
言
わ
れ

て
い
る
こ
と

は
、オ
ー
ナ
ー
の
一
存
で

全
て
町
の
方
針
が
決
ま
っ

て
い
く
と
言
う
こ
と
な
ん

で
す
ね
。

　

し
か
し
、こ
こ
は
議
会

町
民
で
構
成
す

る
外
部
検
討
会

議
で
は
、こ
ど
も
館
の
中

身
を
議
論
し
、ま
た
、建
物

の
構
造
な
ど
、了
解
を
得

ま
し
た
。

　

私
が
提
案
し
て
い
る
内

容
は
、立
派
な
施
設
だ
と

自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、粕

屋
町
が
抱
え
て

い
る
公
共
施
設
・
道
路
・

橋
梁
等
の
大
規
模
改
修
が

発
生
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
が
来
年
２
月
に
策
定

予
定
に
て
、そ
れ
に
よ
り
、

今
後
の
財
政
計
画
が
わ
か

り
ま
す
。

　

同
計
画
を
策
定
後
に
、

財
政
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、

こ
ど
も
館
の
提
案
を
し
て

ほ
し
い
。先

ほ
ど
答
弁
し

た
通
り
で
す
。

福
永

副
町
長

福
永

町
長

福
永

福
永

福
永

福
永

町
長

町
長

町
長

大人から子や孫へ
こども館は、必要だから造るヨ！

ＶＳ

投票権のない私達にツケを残さないでネ！
子や孫から大人へ
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小池　弘基 議員

箱
田・副
町
長

　

こ
ど
も
館
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、た
だ
い
ま
設

計
を
し
て
い
る
状
況
で

す
。

　

老
朽
化
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、公
共
施
設
等
総

都
市
計
画
の
現

状
と
都
市
整
備

の
課
題
に
つ
い
て
。

　

特
に
粕
屋
中
学
校
周
辺

の
土
地
利
用
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

都
市
政
策
部
長

　

粕
屋
町
は
平
成
27
年
度

に
達
成
す
る
と
見
込
ん
で

い
た
４
万
５
０
０
０
人
の

人
口
が
平
成
26
年
４
月
に

は
超
え
る
な
ど
、人
口
の

増
加
は
予
測
を
上
回
っ
て

お
り
、住
宅
用
地
の
確
保

や
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
、受
け
皿
づ
く
り
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に

よ
る
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
い
、

来
年
度
よ
り
15
年
間
に
渡

り
毎
年
約
５
億
円
の
返
済

が
始
ま
る
中
、粕
屋
町
の

財
政
状
況
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、中
央
保
育
園
や

仲
原
保
育
園
の
老
朽
化
対

策
や
耐
震
補
強
工
事
が
終

わ
っ
て
い
な
い
中
、な
ぜ
、

こ
ど
も
館
の
建
設
を
計
画

さ
れ
た
の
か
。

実
際
10
年
前
か

ら
こ
の
話
が
あ

っ
て
、財
政
的
な
状
況
に

て
一
時
立
入
れ
な
か
っ
た

が
、公
債
比
率
が
15
％
に

近
い
改
善
に
よ
り
今
年
建

設
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

（仮称）こども館完成予定イメージ

小
池

小
池

合
管
理
計
画
の
中
で
も
盛

り
込
み
な
が
ら
、特
に
保

育
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、

非
常
に
老
朽
化
が
著
し
い

の
で
、最
優
先
的
な
課
題

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

受
け
皿
の
整
備
可
能
な

市
街
化
区
域
内
の
未
利
用

地
も
少
な
く
な
っ
て
お

り
、土
地
が
あ
る
の
は
調

整
区
域
内
の
農
地
に
な
り

ま
す
。

　

平
成
42
年
を
目
標
年
次

と
す
る
現
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、商
業

ま
た
流
通
業
地
域
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
て

は
、農
振
除
外
、農
地
転

用
、市
街
化
編
入
等
々
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

都市計画の進捗状況は
吉武・都市政策部長／�住宅用地や生活インフラ

整備が課題です

こ
ど
も
館
建
設
が
な
ぜ
必
要
な
の
か

因
・
町
長
／
10
年
前
か
ら
の
計
画
で
し
た

①�

九
州
大
学
農
場

の
移
転
に
伴
い

都
市
計
画
の
ビ

ジ
ョ
ン
は

②�

粕
屋
町
の
町
道

の
整
備
状
況
は

その他の質問

町
長
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中
南
部
６
町
の

均
等
割
り
と
人

口
割
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。

自
主
財
源
の
比

率
が
悪
く
な
っ

た
が
。

補
助
金
の
活
用

と
基
金
の
取
り

崩
し
を
抑
え
て
い
る
の
が

要
因
と
考
え
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
に
向
け

た
更
新
や
長
寿
命
化
の
た

め
の
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
は
。来

年
２
月
ま
で

に
策
定
し
ま
す
。

　

計
画
が
適
切
に
い
く
よ

う
優
先
順
位
を
決
め
て
執

行
し
て
い
き
ま
す
。

山𦚰　秀隆 議員

平成27年度施政方針と重点施策について
因・町長／市制に向けた基盤整備を推進

町
に
と
っ
て
は

酒
殿
駅
と
伊
賀

駅
が
該
当
し
ま
す
。

　

防
犯
の
面
か
ら
無
人
化

を
し
な
い
よ
う
要
望
し
て

い
き
ま
す
。農

政
の
あ
り
方

を
関
係
団
体
と

連
携
協
議
し
て
い
く
と
あ

る
が
。

町
に
は
２
８
０

ha
の
農
地
が
あ

り
ま
す
。

　

農
業
者
を
守
る
た
め
に

い
か
に
高
齢
化
対
策
と
し

て
後
継
者
問
題
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

　

そ
の
取
り
組
み
と
し
て

ま
ず
地
産
地
消
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

（
仮
称
）こ
ど
も

館
建
設
に
向
け

た
協
議
を
可
視
化
で
き
る

か
。

九
州
大
学
農
場

の
移
転
も
平
成

30
年
と
迫
る
な
か
新
た
な

町
の
顔
と
な
る
拠
点
づ
く

り
と
は
。国

指
定
の
史
跡

に
な
れ
ば
一
部

公
園
化
を
考
え
ま
す
。

柚
須
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の

町
の
予
算
は
。

町
が
事
業
費
の

三
分
の
一
負
担

で
１
億
円
ほ
ど
で
す
。

香
椎
線
の
無
人

化
に
つ
い
て
。

予
算
委
員
会
で

十
分
に
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

粕
屋
町
の
教
育

振
興
を
ど
う
考

え
る
か
。教

育
総
合
会
議

を
早
急
に
招
集

し
基
本
的
な
方
針
を
策
定

し
ま
す
が
、
現
状
を
発
展

さ
せ
る
方
向
で
協
議
を
し

ま
す
。

非
常
用
発
電
設

備
を
庁
舎
駐
車

場
に
設
置
さ
れ
る
が
。

国
の
取
り
組
み

で
も
あ
り
防
災

の
た
め
に
一
刻
も
早
く
と

考
え
ま
す
。消

防
署
の
西
出

張
所
の
建
設
費

負
担
割
合
は
。

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

山
𦚰

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

（仮称）こども館完成予定イメージ
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昨年の議会報告会の様子

日　　時　５月25日(月)

　　　　　午後７時〜午後９時(予定)

　　　　　受付開始　午後６時30分

場　　所　サンレイクかすや　多目的ホール

報告事項　１. 平成26年度 補正予算

　　　　　２. 平成27年度当初予算

　　　　　３. �（仮称） こども館建設について 

当日は、住民のみなさまとの意

見交換会を行います。

『粕屋町議会報告会』を開催します
問合せ　粕屋町議会事務局 ☎938-0161

次回６月議会は…
６月５日（金）	 ９：30開始予定
　　８日（月）	 ９：30 〜
	 一般質問予定 　

このページの記事担当は、太田健策でした

新
任
の
議
会
事
務
局
長

大
石
　
進 

さ
ん

　135号の２ページ、給食センター建設業者

との事業締結　１月21日可決の「議長採決に

より可決」は「議長裁決により可決」の誤り

でした。たいへん申し訳ありませんでした。

ここに訂正してお詫びいたします。

訂正とお詫び

�傍聴席にモニターを設置してほしい旨、

要望がありましたので、今回、３月定

例会より設置いたしました。

本会議場での国旗及び地方自治体旗の

掲揚を求める請願書が提出され採択さ

れましたので今回、３月定例会より掲

揚を始めました。

▼

設
置
さ
れ
た

モ
ニ
タ
ー
と

国
旗
掲
揚

傍聴者のご意見
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